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新新
年年
のの
ご
あ
い
さ
つ

ご
あ
い
さ
つ

　明けましておめでとうございます。　明けましておめでとうございます。

　町民の皆様には、夢多き新春を健やかにお迎えのことと心からお慶び申し上げます。　町民の皆様には、夢多き新春を健やかにお迎えのことと心からお慶び申し上げます。

また、平素より私ども議会の活動に対し温かいご支援とご協力を賜り、議員一同心より感謝また、平素より私ども議会の活動に対し温かいご支援とご協力を賜り、議員一同心より感謝

を申し上げます。を申し上げます。

　今、全国の自治体では、国が推進する「地方創生」に向けた取り組みを加速させ、地域の　今、全国の自治体では、国が推進する「地方創生」に向けた取り組みを加速させ、地域の

活性化と人口減少を最小限にくい止めるための挑戦を始めています。活性化と人口減少を最小限にくい止めるための挑戦を始めています。

　本町においても、「地方創生総合戦略」事業が新年度より開始される見込みで計画策定が　本町においても、「地方創生総合戦略」事業が新年度より開始される見込みで計画策定が

急ピッチで進められており、主要事業として「ふれあいタウンちよだ商業用地販売推進」急ピッチで進められており、主要事業として「ふれあいタウンちよだ商業用地販売推進」

や「新規工業団地の推進」、「利根川新橋建設促進」などが盛り込まれるほか、町の活性化や「新規工業団地の推進」、「利根川新橋建設促進」などが盛り込まれるほか、町の活性化

に係る幅広い事業が展開される予定となっています。に係る幅広い事業が展開される予定となっています。

　また、町の水道事業については、人口減少に伴う対策の一環として本年 4 月より事業が　また、町の水道事業については、人口減少に伴う対策の一環として本年 4 月より事業が

広域化され「群馬東部水道企業団」として生まれ変わり、運営基盤の強化と効率化が図られ広域化され「群馬東部水道企業団」として生まれ変わり、運営基盤の強化と効率化が図られ

ることとなります。ることとなります。

　今後、人口が減少していく時代に対応した町づくりは最大の行政課題であり、議会と町と　今後、人口が減少していく時代に対応した町づくりは最大の行政課題であり、議会と町と

が協力しながら各事業を着実に実行していかなければなりません。が協力しながら各事業を着実に実行していかなければなりません。

　町民皆様の声は、議会活動を行うにあたり欠くことのできない大きな力となりますので、　町民皆様の声は、議会活動を行うにあたり欠くことのできない大きな力となりますので、

今後ともご意見等をお聞かせくださいますようお願いいたします。今後ともご意見等をお聞かせくださいますようお願いいたします。

　迎えた新年が、町民皆様にとりまして輝かしい一年となりますようご祈念申し上げ、　迎えた新年が、町民皆様にとりまして輝かしい一年となりますようご祈念申し上げ、

ご挨拶といたします。ご挨拶といたします。

千代田町議会議長　福田 正司千代田町議会議長　福田 正司
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司
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会

委
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　今年で３回目となる議会報告会を
２つの会場で開催しました。
　今回は、平成26年度一般会計決
算、各常任委員会・特別委員会の活
動状況などを報告し、その内容につ
いてのご質問やご意見等をいただき
ました。

Close up
第３回議会報告会を

開催しました！

地方創生

問 地方創生は、国が各県や市町村
を元気にしようと始まりました

が、本町においてはどのような地方創
生の計画があるのか。

答 今年度は、プレミアム商品券の
発行をしました。また人口ビ

ジョンと地方版総合戦略を、人口減少
が進む中でどのような対策が必要か、
有識者会議で議論しながら、議会にお
いても全員協議会で議論し、今年度中
にまとめるということです。

学童クラブ

問 学童クラブの利用者は多く、先生が
少ない状況で、時としてトラブルが

発生し中には大きな問題に発展することも
あり、先生や職員が非常に大変な思いをし
ている。第三者委員会の相談員を増員でき
ないのか。

答 子どもがしっかり健やかに育つよう
にと運営されている施設であります

が、利用者も多いことから、様々な事情で
トラブルもあると思います。トラブルの調
整も含め、よりよい充実したサービス体制
が作れるよう、人員の確保も執行部に要望
していく所存です。

交
通
イ
ン
フ
ラ

問
舞
木
地
区
に
立
派
な
都
市
計
画
道
路
が
あ
る

が
、
有
効
活
用
を
図
る
た
め
に
新
福
寺
の
県

道
に
接
続
し
、
広
域
農
道
を
通
っ
て
川
俣
駅
ま
で
直

結
で
き
れ
ば
と
思
う
。
そ
し
て
公
共
交
通
機
関
で
あ

る
バ
ス
の
本
数
を
、
朝
の
通
勤
・
通
学
時
間
帯
と
夕

方
の
退
社
・
下
校
時
間
帯
で
増
や
し
、
日
中
は
交
通

弱
者
の
た
め
に
、
公
用
車
を
利
用
し
た
き
め
細
か
い

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
な
ど
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
を
強
化
し

て
も
ら
い
た
い
。

答
都
市
計
画
道
路
は
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興

に
伴
い
、
新
規
道
路
へ
の
交
付
金
が
大
幅
に

減
額
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
道
赤
岩
・
足
利
線
へ
の
接

続
に
向
け
、
平
成
26
年
度
末
で
用
地
買
収
も
約
80
％

が
済
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、
平
成
30
年
度
を
目
標

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆11月４日（水）
　午後６時30分～
　総合体育館　多目的室

◆11月６日（金）
　午後６時30分～
　町民プラザ　講義室
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防災対策

問 ９月に常総市の鬼怒川堤防が決壊し、
大きな被害が出た。利根川を抱えた本

町とよく似た地形であり、町としても堤防の
決壊に備え、排水ポンプの点検整備や的確な
情報伝達、そして高台等の避難場所の整備を
しておく必要があるのではないか。

答 利根川の堤防が決壊した場合、避難場
所は決まっていますが、高い所への避

難ということになります。避難計画や住民を
早く避難させるための行動計画は出来ていま
すが、的確な行動ができるように避難訓練の
実施と、町民への洪水ハザードマップの周知
が重要と考えており、議会としても消防団と
協力し取り組んでいきたい。

委員会報告

問 両常任委員会の報告で、同じよう
な子ども関連の話をしており、

もっと課題はあると思う。特に福祉産業
では高齢化や雇用の問題、また地方再生
の話も、我々にも見えるかたちでお願い
したい。そうすれば、報告会も立派にな
ると思う。

答 総務文教が教育委員会の幼稚園、
福祉産業が住民福祉課の保育園と

いうことで、両委員会とも子育て支援の
報告となりましたが、来年度の議会報告
会に取り入れさせていただきたい。大変
貴重なご意見ありがとうございました。

決　
　

算

問
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
予
算
の
使
わ
れ
方
を
チ
ェ
ッ
ク

し
た
と
の
こ
と
で
一
歩
前
進
と
思
う
が
、
決
算
の
評
価
は

何
を
基
準
に
さ
れ
た
の
か
。
民
間
の
会
社
で
は
投
資
対
効
果
で
評

価
し
、
そ
の
結
果
が
次
年
度
の
予
算
に
反
映
さ
れ
る
。
議
会
も
そ

う
い
う
評
価
を
す
る
べ
き
と
思
う
が
、
民
間
に
比
べ
地
方
自
治
体

の
決
算
は
遅
く
、
倍
の
期
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
も
っ
と
ス
ピ
ー

ド
を
持
っ
て
や
れ
ば
さ
ら
に
よ
く
な
る
と
思
う
。

答
評
価
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
の
効
果
を
求
め
た
も
の
は
出

て
い
ま
す
が
、
点
数
な
ど
を
つ
け
た
詳
し
い
評
価
は
出
て

い
ま
せ
ん
。
現
在
、
そ
の
よ
う
な
評
価
で
確
認
で
き
る
よ
う
、
研

修
等
で
勉
強
し
て
い
ま
す
。

　

決
算
時
期
は
、民
間
に
比
べ
タ
イ
ム
ラ
グ
が
相
当
あ
り
ま
す
が
、

２
ヶ
月
ご
と
に
監
査
報
告
を
受
け
各
議
員
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
り
、

完
璧
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

人
口
減
少
問
題

問
２
０
４
０
年
頃
に
地
方
自
治
体
の
数
が
今
の
半

分
に
な
る
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
人
口
減
少
対

策
と
し
て
次
世
代
育
成
支
援
対
策
も
１
つ
の
鍵
だ
と
思

う
が
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
大
き
な
柱
を
い
く
つ
も
立
て

て
、
例
え
ば
５
年
間
の
プ
ラ
ン
で
目
標
を
設
定
し
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
も
っ
て
臨
ま
な
け
れ
ば
、
千
代
田

町
は
消
滅
す
る
側
に
間
違
い
な
く
入
る
と
思
う
。

答
福
祉
産
業
常
任
委
員
会
と
し
て
も
、
昨
年
度
は

健
康
寿
命
を
延
ば
し
元
気
で
長
生
き
で
き
る
町

づ
く
り
、
今
年
度
は
次
世
代
育
成
支
援
で
子
ど
も
た
ち

を
し
っ
か
り
育
て
て
い
く
、
そ
の
他
に
も
雇
用
の
確
保
が

大
事
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
が
相
ま
っ
て
効

果
が
出
る
と
思
い
ま
す
が
、
１
年
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決

め
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
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住みよい街並みが形成されるふれあいタウンちよだ住みよい街並みが形成されるふれあいタウンちよだ

平成27年

12月定例会

　自治体からの要請により公共施設や道路建
設などの公共事業用地の先行取得及び住宅
用地、企業誘致のための土地の取得・造成・
分譲を主たる業務として設立された法人です。
公有地の拡大の推進に関する法律に基づき地
方公共団体が単独で、あるいは他の地方公共
団体と共同で設立することができます。

　

西
邑
楽
土
地
開
発
公

社
は
、
公
共
用
地
・
公

有
地
等
の
取
得
・
管
理
・

処
分
等
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
地
域
の
秩
序
あ

る
整
備
と
地
域
住
民
福

祉
の
増
進
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
大
泉

町
・
邑
楽
町
・
千
代
田

町
の
３
町
で
、
昭
和
49

年
４
月
１
日
に
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
大
泉
町
及

び
邑
楽
町
は
、
現
在
主

た
る
事
業
を
行
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
脱

退
（
本
年
３
月
末
）
す

る
こ
と
に
な
り
、
県
企

業
局
と
共
同
事
業
で
あ

る
「
ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン

ち
よ
だ
」
や
現
在
進
め

て
い
る
「
新
規
工
業
団

地
」
事
業
も
控
え
て
い

る
た
め
、
本
町
が
引
き

継
い
で
運
営
を
行
う
も

の
で
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

定
款
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。

　

歳
入
で
は
、
国
・
県

補
助
金
の
確
定
等
に
よ

り
、
追
加
及
び
減
額
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
選
挙
費

に
お
け
る
選
挙
公
報
の

印
刷
費
が
追
加
さ
れ
、

ま
た
各
行
政
区
か
ら
の

工
事
の
要
望
増
加
に
伴

い
、
用
排
水
路
等
整
備

事
業
の
た
め
の
工
事
費

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

土
木
費
の
公
共
下
水

道
費
で
は
、
下
水
道
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
が

追
加
さ
れ
ま
し
た
。

西
邑
楽
土
地
開
発
公
社
は

　

本
町
単
独
で
継
続
さ
れ
ま
す

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　平成 27年第４回定例会が、12月３日から 10日までの８日
間の会期で開かれ、選挙１件、平成 27年度一般会計及び特別
会計補正予算などの議案が16件上程され、慎重なる審議の結果、
すべて原案どおり可決されました。また、初日には５名の議員
が一般質問に立ち、町の考え方について質問しました。

土地開発公社とは…？

12　
3

12　
10▼

項  目 補 正 額 補 正 後 予 算

一般会計（第３号） 3,620 万 6,000 円 47 億 6,991 万 7,000 円

国民健康保険特別会計（第２号） 1,714 万 5,000 円 16 億 5,625 万 2,000 円

後期高齢者医療特別会計（第１号） 107 万 7,000 円 1億 0,488 万 0,000 円

介護保険特別会計（第２号） △ 2,956 万 9,000 円 9億 6,449 万 2,000 円

下水道事業特別会計（第２号） 1,279 万 6,000 円 2億 9,703 万 4,000 円

水道事業会計（第３号）

収益的支出 △ 360 万 3,000 円 2億 7,250 万 9,000 円

資本的収入 △ 216 万 1,000 円 764 万 1,000 円

資本的支出 100 万 0,000 円 1億 6,319 万 7,000 円

平成 27年度   一般会計・特別会計補正予算



審議議案と議員の賛否（第４回定例会）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対、欠は欠席）※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（○は賛成、×は反対、欠は欠席）

議　員　名
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市
町
村
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
公
報
の
発
行
は
、
公
職

選
挙
法
の
規
定
に
よ
り
任
意

の
た
め
、
本
町
で
は
こ
れ
ま

で
発
行
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
議
会
で
は
平
成
25
年

12
月
に
町
及
び
選
挙
管
理
委

員
会
へ
、
選
挙
公
報
の
発
行

に
係
る
要
望
書
を
提
出
致
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
定

例
会
に
お
い
て
議
案
が
上
程

さ
れ
、可
決
し
ま
し
た
の
で
、

今
後
の
町
長
・
町
議
選
に
お

い
て
選
挙
公
報
が
発
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

選
挙
公
報
を
発
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
候
補
者
は
自
己

の
主
義
主
張
を
周
知
で
き
る

新
た
な
機
会
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
と
も
に
、
有
権

者
は
投
票
の
判
断
材
料
を
新

た
に
獲
得
で
き
る
こ
と
に
な

り
、
ま
た
投
票
率
の
向
上
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

新
た
に
選
挙
公
報
が

発
行
さ
れ
ま
す

大
切
な
投
票

忘
れ
ず
に
！

　　群馬東部水道企業団
　　　　議会議員を選出
　昨年６月定例会にて、３市５町（太田市・
館林市・みどり市・板倉町・明和町・千代
田町・大泉町・邑楽町）による水道企業団
設立の許可を議決し、10月1日に群馬県
知事より設立を許可されました。
　平成 28 年 4月1日の運営開始に伴い、
企業団より議会議員の選出依頼があり、
今定例会において指名推薦により決定致
しました。

　　当選議員
  　福田  正司 議員

12　
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議　員　名 野
村 

智
一

髙
橋 

祐
二

坂
部 

敏
夫

襟
川 

仁
志

金
子 

孝
之

小
林 

正
明

柿
沼 

英
己

富
岡 

芳
男

細
田 

芳
雄

黒
澤 

兵
司

青
木 

國
生

福
田 

正
司

議決結果
（賛成：反対）

第４回定例会
議案45号 群馬東部水道企業団の規約変更に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案46号 西邑楽土地開発公社定款の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案47号 千代田町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利
用等に関する法律に基づく個人番号の利用に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案48号 千代田町選挙公報の発行に関する条例の制定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案49号 千代田町水道事業の設置等に関する条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案50号 千代田町水道事業の廃止に伴う関係条例の整備に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案51号 千代田町税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案52号 千代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案53号 千代田町自立支援サービスセンターの設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案54号 千代田町介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案55号 平成27年度千代田町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案56号 平成27年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案57号 平成27年度千代田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案58号 平成27年度千代田町介護保険特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案59号 平成27年度千代田町下水道事業特別会計補正予算（第２号）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議案60号 平成27年度千代田町水道事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可決（11：0）

議　案　名



そこが聞きたいそこが聞きたい

５議員が登壇５議員が登壇 一般質問
一般質問とは、議員の立場から、町長や町の各行政機関の長に対する町政運営全般
における事務執行の状況や、将来に対する方針等について所信をただし、あるいは、
報告・説明を求め、または疑問を問い質すことをいいます。

ページ 質　問　者 質　問　項　目

８ 小林　正明
①千代田町防災マニュアルの策定について
②生活道路の防犯灯・防犯カメラ設置について

９ 坂部　敏夫
①水道のアスベスト石綿セメント管の交換工事について
②農政の長期対策について

10 柿沼　英己
①定住者への経済支援について
②地方創生総合戦略の農業振興について

11 襟川　仁志
①チャレンジ手帳について
②文化財等の保護について

12 髙橋　祐二
①防災計画について
②大谷町長の政治理念について

千代田町議会だより「大河」  133号　平成28 年１月25日発行7



一
般
質
問　

小
林 

正
明
議
員
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難
情
報
の
発
令
基
準
等
を

含
め
、
町
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し
を
考
え

て
い
ま
す
。

問　
独
自
の
訓
練
計
画
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
、
ど

う
か
。

町
長　
本
町
は
、
地
理
的

に
東
西
に
長
い
地
域
で
あ

る
た
め
、
町
民
の
皆
様
を

１
つ
の
場
所
に
避
難
さ
せ

る
訓
練
は
で
き
な
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

地
理
的
条
件
が
異
な
る

こ
と
か
ら
、
町
内
を
幾
つ

か
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

地
区
ご
と
に
訓
練
を
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

問　
庁
舎
内
非
常
用
電
源

は
い
つ
で
も
使
え
る
よ
う

な
状
態
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

町
長　
役
場
庁
舎
が
機
能

で
き
な
い
と
き
は
、
非
常

用
電
源
が
機
械
室
の
屋
上

に
配
備
さ
れ
て
い
る
町
民

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
災
害

対
策
本
部
を
設
置
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　
他
市
町
で
は
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
無
償
貸
与

し
、
防
災
や
見
守
り
に
活

用
す
る
計
画
が
あ
る
が
、

本
町
で
は
ど
の
よ
う
に
考

え
る
か
。

町
長　
初
期
導
入
の
費
用

が
１
億
円
前
後
と
な
り
ま

す
の
で
、
大
変
厳
し
い
事

業
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
他
市
町
の
取
り

組
み
の
結
果
を
参
考
に
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
町
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
策
定
す
る
の
か
。

町
長　
地
域
防
災
計
画
の

改
定
を
来
年
度
前
半
ま
で

の
予
定
で
進
め
て
お
り
、

引
き
続
き
防
災
知
識
の
普

及
、
啓
発
資
料
等
の
項
目

を
改
訂
版
に
位
置
づ
け
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て

い
き
た
い
。

問　

千
代
田
町
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
直
し

に
つ
い
て
問
う
。

町
長　
現
在
国
土
交
通
省

で
は
、
利
根
川
の
氾
濫
に

よ
る
洪
水
災
害
に
つ
い

て
、
浸
水
想
定
等
の
見
直

し
を
進
め
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
に
合
わ
せ
て
避

小林 正明議員

地域防災計画改訂版に
位置づけ作成していきたい

町長

防
犯
灯
・
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

順
次
設
置
範
囲
を
広
げ
て
い
き
た
い

町
長

千代田町防災マニュアル
の策定について

問　

生
活
道
路
の
防
犯

灯
・
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
に

つ
い
て
問
う
。

町
長　
防
犯
灯
は
、
主
に

地
元
区
長
か
ら
の
設
置
要

望
を
受
け
て
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
防
犯
カ
メ
ラ
は
、

町
内
の
公
共
施
設
を
中
心

に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
街
中
や
通
学
路

な
ど
、
順
次
設
置
範
囲
を

広
げ
て
い
き
た
い
。

問　
新
谷
田
川
管
理
道
路

周
辺
の
設
置
の
考
え
は
あ

る
の
か
。

町
長　
地
元
区
長
か
ら
要

望
が
あ
り
ま
し
た
新
谷
田

川
管
理
道
路
沿
い
の
防
犯

灯
に
つ
い
て
は
、
新
年
度

予
算
と
し
て
計
上
す
る
予

定
で
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

つ
き
ま
し
て
は
、
具
体
的

な
設
置
場
所
は
未
定
で

す
。

　

町
全
域
を
対
象
に
計
画

的
な
設
置
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

いざという時のために、確認をいざという時のために、確認を



一
般
質
問　

坂
部 

敏
夫
議
員
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量
は
問
題
と
な
る
レ
ベ
ル

に
な
い
こ
と
か
ら
、
水
質

基
準
の
設
定
は
行
わ
な
い

と
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
保
健

機
構
に
お
い
て
も
、
健
康

影
響
の
観
点
か
ら
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
値
を
定
め
る
必

要
が
な
い
と
し
て
お
り
、

問　
水
道
の
石
綿
管
を
交

換
す
べ
き
箇
所
と
数
量

は
。
ま
た
水
質
検
査
は
行

な
っ
て
い
る
か
。

建
設
水
道
課
長　
平
成
27

年
度
末
で
、
残
り
約
１
万

93
ｍ
の
予
定
で
す
。
平
成

28
年
４
月
か
ら
水
道
事
業

は
群
馬
東
部
水
道
企
業
団

と
し
て
の
統
合
運
営
と
な

り
ま
す
。
今
後
の
老
朽
管

（
石
綿
管
）
の
布
設
替
え

は
、
広
域
化
に
よ
り
平
成

36
年
ま
で
の
10
年
計
画
で

完
了
す
る
予
定
で
す
。

　

水
質
検
査
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
健
康
局

水
道
課
よ
り
固
形
化
さ
れ

た
石
綿
管
を
通
過
し
た
水

道
水
の
ア
ス
ベ
ス
ト
残
存

坂部 敏夫議員

広域化により10年計画
で完了する予定です

建設水道課長

農
政
の
長
期
対
策
に
つ
い
て

集
積
化
に
向
け
取
り
組
ん
で　

い
き
ま
す

経
済
課
長

水道のアスベスト石綿
セメント管の交換工事について

問　
農
地
集
積
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
予
定
か
。

経
済
課
長　
農
家
の
方
が

今
後
ど
の
よ
う
に
農
業
に

取
り
組
む
か
を
把
握
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

意
向
調
査
を
行
い
、
集
積

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を

考
え
て
い
き
た
い
。

　

集
積
化
の
組
織
に
つ
い

て
は
、
農
地
中
間
管
理
事

業
を
念
頭
に
、
農
業
委
員

や
農
協
な
ど
の
農
業
関
係

機
関
と
、
地
区
を
代
表
す

る
農
家
と
住
民
の
方
に
も

加
わ
っ
て
話
し
合
い
の
場

を
設
け
て
い
き
た
い
。

問　
農
作
物
の
付
加
価
値

を
高
め
る
た
め
、
米
麦
か

ら
果
樹
や
野
菜
へ
の
事
業

転
換
を
早
急
に
進
め
る
べ

き
と
考
え
る
。
今
後
の
研

究
や
助
成
方
法
は
ど
の
よ

う
に
計
画
さ
れ
て
い
る

か
。

経
済
課
長　
野
菜
生
産
を

取
り
入
れ
た
複
合
経
営
の

農
業
へ
の
転
換
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
、
県
の
指

導
機
関
な
ど
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
こ
の
地
域
に
適

合
す
る
農
作
物
を
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
野
菜
等
生
産
推

進
事
業
と
し
ま
し
て
、
出

荷
野
菜
を
生
産
す
る
農
家

へ
の
補
助
を
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

安
全
性
に
問
題
な
い
と
結

論
づ
け
て
い
ま
す
。

　

以
上
に
よ
り
、
水
質
検

査
51
項
目
の
中
に
設
定
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
漏
水

へ
の
影
響
も
多
い
こ
と
か

ら
、
計
画
的
に
交
換
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

安全で安心な水道水を安全で安心な水道水を



一
般
質
問　

柿
沼 

英
己
議
員
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ル
し
、
新
た
に
新
婚
世
帯

を
町
外
か
ら
呼
び
込
む
こ

と
で
、
人
口
増
加
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問　
３
世
代
同
居
等
支
援

補
助
金
交
付
事
業
の
政
策

効
果
を
伺
う
。

町
長　
新
た
に
３
世
代
同

居
の
た
め
に
住
宅
の
新
築

や
購
入
、
増
改
築
等
を
行

な
っ
た
場
合
に
費
用
の
一

部
を
補
助
す
る
も
の
で

す
。
家
族
の
絆
の
形
成
、

高
齢
者
の
孤
独
防
止
や
子

育
て
支
援
等
の
家
族
連
携

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
本
町
の
定
住
人
口
の

増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

問　
総
合
戦
略
に
あ
る
、

移
住
者
住
宅
取
得
費
等
補

助
金
交
付
事
業
に
つ
い
て

制
度
設
計
の
不
足
は
な
い

か
。

町
長　
予
算
等
を
考
慮

し
、
対
象
者
及
び
金
額
等

に
つ
い
て
専
門
部
会
で
協

議
を
重
ね
た
も
の
で
あ

り
、
妥
当
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

新
婚
世
帯
家
賃
応

援
補
助
事
業
の
政
策
効
果

を
伺
う
。

町
長　
新
婚
世
帯
に
と
っ

て
住
み
や
す
く
、
子
育
て

支
援
等
各
支
援
策
が
充
実

し
て
い
る
町
で
あ
る
こ
と

を
町
内
外
に
広
く
ア
ピ
ー

柿沼 英己議員

本町の人口増加に
つなげていきたい

町長

農
業
振
興
に
つ
い
て

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー
育
成
に
努
め
た
い

町
長

定住者への経済支援に
ついて

問　
地
方
創
生
の
新
規
事

業
で
、
ど
の
よ
う
に
６
次

産
業
化
へ
取
り
組
む
か
。

町
長　
群
馬
６
次
産
業
化

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
活

用
し
、
地
元
産
の
農
産
物

を
取
り
入
れ
た
商
品
開

発
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
プ

ラ
ン
な
ど
専
門
家
の
支
援

を
受
け
る
と
と
も
に
、
商

工
会
や
Ｊ
Ａ
等
の
関
連
団

体
と
連
携
し
推
進
を
図

り
、
ひ
い
て
は
雇
用
創
出

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

問　
就
農
支
援
事
業
の
政

策
メ
リ
ッ
ト
を
伺
う
。

町
長　
新
た
な
雇
用
創
出

と
し
て
、
特
に
45
歳
未
満

の
青
年
を
対
象
に
、
就
農

意
欲
の
喚
起
と
就
農
後
の

定
着
を
図
る
た
め
、
新
規

農
業
者
に
対
し
、
経
営
安

定
ま
で
の
生
活
資
金
や
規

模
拡
大
に
必
要
な
農
業
用

機
械
等
の
導
入
に
対
し
、

総
合
的
に
支
援
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

青
年
層
の
就
農
希
望
者

や
、
経
営
発
展
を
目
指
す

農
業
者
等
の
レ
ベ
ル
向
上

を
図
り
、地
域
農
業
の
リ
ー

ダ
ー
と
な
る
人
材
を
積
極

的
に
育
成
し
て
い
き
た
い
。ブランド化に成功した白菜「邑

むら

美
び

人
じん

」



一
般
質
問　

襟
川 

仁
志
議
員
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問　
こ
の
事
業
の
評
価
と

課
題
は
。

教
育
長　
評
価
は
、
子
供

た
ち
が
手
帳
を
持
つ
こ
と

に
よ
り
、
意
欲
的
に
体
験

学
習
に
参
加
し
、
自
分
で

コ
メ
ン
ト
を
書
き
、
親
も

そ
の
手
帳
を
見
て
、
子
供

の
１
年
間
と
親
の
か
か
わ

り
を
振
り
返
る
事
が
で
き

た
の
が
大
き
な
成
果
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

課
題
は
、
周
知
不
足
で

あ
り
、
多
く
の
方
に
周
知

し
、
地
域
で
子
供
た
ち
の

成
長
を
見
守
れ
る
よ
う
に

し
た
い
。

問　
千
代
田
町
だ
け
で
は

な
く
、
他
市
町
に
も
拡
大

し
て
い
け
る
事
業
だ
と
思

う
が
今
後
の
展
開
は
。

教
育
長　
他
市
町
に
も
拡

大
を
図
る
た
め
、
新
聞
に

掲
載
し
た
り
、
群
馬
県
民

を
対
象
と
し
た
県
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
や
、
東
毛
地

区
社
会
教
育
研
究
大
会
で

事
例
発
表
な
ど
行
い
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
か
ら
、
よ
り
幅
広
い
意

見・情
報
を
収
集
し
、チ
ャ

レ
ン
ジ
手
帳
が
成
長
、
発

展
し
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　
町
独
自
の
取
り
組
み

で
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

教
育
長　
社
会
教
育
委
員

長
を
中
心
に
社
会
教
育
委

員
会
か
ら
提
案
さ
れ
、
平

成
26
年
度
よ
り
始
め
た
も

の
で
す
。

　

子
供
達
が
、
外
で
遊
ぶ

事
よ
り
も
ゲ
ー
ム
に
夢
中

に
な
り
、
子
供
同
士
・
大

人
・
地
域
の
人
と
の
つ
な

が
り
の
希
薄
化
等
を
憂
慮

し
、
社
会
教
育
の
立
場
か

ら
家
庭
・
学
校
・
地
域
が

子
供
を
育
て
る
と
い
う
コ

ン
セ
プ
ト
の
も
と
ス
タ
ー

ト
し
た
も
の
で
す
。

襟川 仁志議員

より成長、発展していく
よう周知を図ります

教育長

文
化
財
等
の
保
護
に
つ
い
て

文
化
財
保
護
調
査
委
員
を
委
嘱
し
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す

教
育
長

チャレンジ手帳について

問　
町
指
定
の
文
化
財
の

保
護
・
保
全
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

教
育
長　
文
化
財
の
保
護

及
び
活
用
と
い
う
目
的
で

文
化
財
保
護
調
査
委
員
を

４
名
委
嘱
し
、
調
査
研
究

等
に
尽
力
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
国
・
県
登
録

の
文
化
財
に
お
い
て
は
、

県
文
化
財
保
護
指
導
員
に

よ
り
ま
し
て
定
期
的
に
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

問　
町
著
名
人
の
作
品
の

保
管
・
保
全
・
展
示
は
。

教
育
長　
貴
重
な
資
料
等

を
町
民
プ
ラ
ザ
に
保
管
し

て
い
ま
す
。
た
だ
貴
重
な

も
の
で
す
の
で
、
ど
の
よ

う
な
保
管
が
一
番
い
い
の

か
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
に
つ
き
ま

し
て
は
、
ス
ペ
ー
ス
等
が

限
ら
れ
て
お
り
展
示
室
等

の
確
保
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す
が
、
現
時
点
で
は
難

し
い
状
況
で
す
。

問　
町
内
の
文
化
財
を
デ

※

ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し

て
活
用
し
て
は
。

教
育
長　
詳
細
な
デ
ー
タ

を
公
表
す
る
こ
と
は
、
盗

難
と
い
う
心
配
も
あ
り
ま

す
が
、
貴
重
な
文
化
財
を

後
世
に
継
承
し
て
い
く
た

め
に
は
、
必
要
な
方
法
だ

と
思
い
ま
す
の
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。所

蔵
資
料
を
電
子
化
し
て

保
存
・公
開
す
る
シ
ス
テ
ム

※
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

※
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ

地域と連携を図る地域と連携を図る
チャレンジ手帳チャレンジ手帳



一
般
質
問　

髙
橋 

祐
二
議
員
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連
絡
・
発
注
業
務
等
の
事

務
処
理
な
ど
の
協
力
で
す
。

　

今
後
は
、
他
県
・
他
市

町
村
と
の
防
災
協
定
の
締

結
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

問　
利
根
川
が
氾
濫
し
た

場
合
、
他
市
町
に
協
力
要

請
す
る
な
ど
、
近
隣
自
治

体
と
防
災
協
定
を
結
ぶ
計

画
は
あ
る
の
か
。

町
長　
他
市
町
と
の
協
定

締
結
状
況
は
、
館
林
・
邑

楽
郡
５
町
で
水
道
災
害
相

互
応
援
に
関
す
る
協
定
を

締
結
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
３
月

に
は
、
災
害
時
に
お
け
る

館
林
市
邑
楽
郡
隣
接
１
市

５
町
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
内
容
は
、
応
急
物

資
・
資
材
の
供
給
、
応
急

対
策
、職
員
の
派
遣
、避
難

住
民
の
受
入
れ
と
救
援
、

後
方
支
援
基
地
の
提
供
、

髙橋 祐二議員

館林市邑楽郡隣接 1市５町
相互応援協定を締結しています

町長

町
長
の
政
治
理
念
に
つ
い
て

公
約
ど
お
り
完
遂
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す

町
長

防災計画について

問　
町
長
に
就
任
し
て
８

年
、
今
ま
で
の
仕
事
を
公

約
に
対
し
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

町
長　
公
約
と
し
て
、
ま

ず
利
根
川
新
橋
の
早
期
実

現
に
つ
い
て
は
、
平
成
34

年
ま
で
に
事
業
に
着
手
す

る
こ
と
が
、
は
ば
た
け
群

馬
・
県
土
整
備
プ
ラ
ン
に

記
述
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
商
業
施
設
誘

致
で
す
が
、
ジ
ョ
イ
フ
ル

本
田
千
代
田
店
の
誘
致
に

成
功
し
た
こ
と
も
あ
り
、

新
し
く
造
成
し
た
商
業
用

地
に
も
進
出
企
業
を
任
期

中
に
決
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

次
に
、
工
業
団
地
造
成

に
よ
る
優
良
企
業
の
誘
致

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
38
回

開
催
し
、
現
候
補
地
の
農

振
除
外
に
向
け
努
力
し
て

い
ま
す
。

　

次
に
、
教
育
と
福
祉
の

充
実
で
は
、
預
か
り
保
育

や
適
応
指
導
教
室
指
導
員

設
置
事
業
を
新
た
に
開

始
、
英
語
指
導
助
手
を
３

名
体
制
に
充
足
、
各
学
校

の
各
種
改
修
工
事
等
を
実

施
し
、
教
育
環
境
の
整
備

を
図
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、福
祉
関
係
で
は
、

病
児
・
病
後
児
保
育
事
業

や
各
種
予
防
接
種
費
用
助

成
事
業
を
実
施
し
た
ほ

か
、
西
小
学
校
学
童
保
育

所
改
修
事
業
を
実
施
し
、

旧
西
幼
稚
園
に
学
童
保
育

所
を
移
動
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、

公
約
ど
お
り
完
遂
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
来
年
３
月
の
町
長
選

出
馬
の
意
向
を
伺
う
。

町
長　
体
の
状
態
が
改
善

す
る
と
い
う
状
況
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
次
期
町
長

選
に
つ
い
て
は
、
12
月
19

日
に
後
援
会
の
役
員
会
を

開
催
、
そ
の
席
で
役
員
の

意
見
を
聞
い
た
上
で
正
式

に
決
定
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

利根川のスーパー堤防利根川のスーパー堤防
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総
務
文
教
常
任
委
員
会

福
祉
産
業
常
任
委
員
会

●
東
小
学
校
（
英
語
教
育
）

　

千
代
田
町
立
東
小
学
校
の
６
年
生
の
英
語

教
育
の
授
業
風
景
を
見
学
し
、
担
当
の
先
生

と
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。
昨
年
、
長
野
県

の
英
語
教
育
特
区
で
あ
っ
た
下
諏
訪
町
の
小

学
校
を
視
察
し
、
本
町
で
は
今
年
度
か
ら
外

国
人
の
英
語
指
導
助
手
を
１
人
増
や
し
半
年

が
過
ぎ
た
た
め
、
状
況
の
確
認
も
含
め
て
視

察
を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。
ま
ず
英
語
に
親

し
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す

の
で
、
教
材
も
わ
か
り
や
す
く
日
本
語
も
出

て
い
て
、
英
語
に
親
し
ん
で
い
る
授
業
風
景

で
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
に
小
学
校
５
・
６
年
生
で

英
語
が
教
科
化
さ
れ
、
２
０
１
８
年
度
か
ら

本
町
で
も
準
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。
英
語

が
苦
手
な
先
生
も
い
る
の
で
、
大
泉
町
の
よ

う
に
英
語
の
得
意
な
先
生
（
Ｊ
Ｔ
）
と
外
国

人
の
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
ペ
ア
で
英
語

教
育
を
行
な
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
必
要
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

●
千
代
田
消
防
署
（
水
防
対
策
）

　
９
月
の
大
雨
に
よ
る
鬼
怒
川
の
氾
濫
が
あ

り
、
茨
城
県
常
総
市
で
は
大
規
模
な
水
害
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
本
町
の
水
防
対
策
に

つ
い
て
千
代
田
消
防
署
を
視
察
し
、
意
見
交

換
を
し
ま
し
た
。
本
町
の
水
害
予
防
計
画
、

水
防
計
画
、
館
林
地
区
消
防
組
合
の
水
防
計

　
西
保
育
園
は
、
規
模
の
大
き
い
保
育
施
設

で
す
が
近
年
の
社
会
情
勢
を
反
映
し
、
入
園

希
望
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
定
員
を
上
回

る
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
現
在
待
機
児
童

ゼ
ロ
の
状
況
を
維
持
し
て
お
り
、
保
育
士
や

職
員
そ
し
て
町
当
局
の
努
力
が
う
か
が
え
ま

す
。

　

ま
た
０
歳
児
の
入
園
希
望
が
増
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
増
築
に
向
け
た
動
き
も
あ
り
、

増
築
後
の
保
育
士
の
確
保
が
重
要
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
給
食
の
あ
り
方
に
も
課
題

が
感
じ
ら
れ
、
園
児
の
中
に
は
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
子
供
も
い
る
こ
と
か
ら
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
の
調
理
が
必
要
と
さ

れ
る
状
況
で
、
１
６
０
名
分
の
調
理
を
す
る

こ
と
は
職
員
に
と
っ
て
重
責
で
あ
る
と
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
中
の
お
母

さ
ん
た
ち
や
児
童
に
と
っ
て
、
支
援
の
充
実

が
図
ら
れ
、
児
童
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能

を
十
分
に
発
揮
し
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
ま
し

た
が
、
学
校
帰
り
の
小
学
生
の
利
用
が
増
え

画
と
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
利
根
川
が

氾
濫
す
る
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
今
後
対
策
が
急
務
で
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
今
回
町
民
参
加
型
の
防
災
訓
練
を
行

い
、
防
災
意
識
が
高
ま
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

実
際
に
水
害
が
あ
っ
た
想
定
で
は
な
か
っ
た

の
で
、
水
害
の
た
め
の
防
災
訓
練
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
自
主
防
災
組
織
が
現
在
6
地
区
立

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
早
急
に
全
地
区
の

立
ち
上
げ
が
必
要
で
あ
り
、
地
震
・
災
害
の

訓
練
だ
け
で
は
な
く
、
水
害
に
対
し
て
も
訓

練
を
や
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
町
民
へ
ど
う
周
知
さ
せ

て
い
く
か
と
い
う
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
す
。

　

ま
た
災
害
用
の
備
品
倉
庫
も
見
せ
て
い
た

だ
き
、
館
林
・

板
倉
・
明
和
の

よ
う
に
消
防
団

や
役
場
に
ゴ
ム

ボ
ー
ト
を
配
置

し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
ま
し
た
。

て
い
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
や
学
校
と
の
連
携

そ
し
て
児
童
の
安
全
確
保
な
ど
の
課
題
も
あ

り
ま
す
。

　
西
小
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
入
所
希
望
者
が
定

員
を
上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

同
じ
敷
地
内
に
施
設
を
増
設
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
が
、
家
庭
や
学
校
と
の
連
携
の
必

要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

ど
の
施
設
に
関
し
て
も
、
最
小
限
の
職
員

で
運
営
さ
れ

て
お
り
、
学

校
と
の
連
携

不
足
が
懸
念

さ
れ
、
職
員

の
増
員
と
子

ど
も
子
育
て

関
連
窓
口
の

設
置
が
必
要

不
可
欠
と
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

管内視察報告

　

福
祉
産
業
常
任
委
員
会
で
は
、
人
口
減
少
問
題
へ
の
対
応
や
将
来
の
千
代
田
町
が
元
気

で
豊
か
な
町
と
な
る
た
め
に
、
今
年
度
は
次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
つ
い
て
を
重
点
調
査

項
目
と
決
定
し
、
先
進
地
視
察
等
を
実
施
し
研
修
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
10
月
６
日
に
町
内
の
西
保
育
園
・
児
童
セ
ン
タ
ー
・
西
小
学
童

ク
ラ
ブ
の
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
27
年
10
月
26
日

平
成
27
年
10
月
６
日
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◎襟川仁志　○野村智一　黒澤兵司　細田芳雄　柿沼英己　◎委員長　○副委員長

総務文教常任委員会
委員会のうごき

町からの報告事項
●主な所管事務について

総　務　課…広域公共路線バス運行等の変更につ
いて

財　務　課…町税の収納状況について
会　計　課…基金の積立状況について

主な協議事項
●防災対策、エコスクールについての意見交換

●閉会中の継続調査について
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問　

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付

ふ
る
さ
と
納
税
（
寄
付

金
）
の
奨
励
品
を
増
や
す
と

金
）
の
奨
励
品
を
増
や
す
と

い
う
こ
と
だ
が
、
進
捗
状
況

い
う
こ
と
だ
が
、
進
捗
状
況

は
。
は
。

答　
町
で
は
地
元
の
特
産
物

と
し
て
酒
・
う
ど
ん
を
進
呈

し
て
い
る
が
、
年
間
10
件
程

度
で
す
。
伸
び
て
い
る
市
町

村
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専

門
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
へ
参

画
し
、
納
税
の
方
法
を
簡
便

化
し
、
進
呈
品
も
数
多
く
出

品
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
民
間
の
運
営
会
社
と

契
約
し
、
平
成
28
年
４
月
か

ら
一
斉
公
開
で
き
る
よ
う
に

進
呈
品
を
出
せ
る
事
業
者
を

募
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

      

意
見
交
換

【
防
災
対
策
に
つ
い
て
】

執
行
部　
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
を
し
て
い
る
が
、
常

総
市
の
鬼
怒
川
氾
濫
に
よ
る

水
害
を
も
と
に
、
利
根
川
に

対
し
て
も
関
係
機
関
と
の
連

携
や
町
民
に
対
す
る
指
導

や
周
知
を
ど
の
よ
う
に
し
て

行
っ
た
ら
良
い
か
、
さ
ら
に

避
難
勧
告
、
避
難
指
示
を
出

主
な
質
疑

す
段
階
的
な
発
令
基
準
等
を

総
合
的
に
見
直
し
し
て
い
き

た
い
。

　
ま
た
、
住
民
の
避
難
行
動

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て
も
わ

か
り
や
す
く
作
成
し
て
い
き

た
い
。

議
員　

防
災
訓
練
に
水
防
対

防
災
訓
練
に
水
防
対

策
に
つ
い
て
の
訓
練
を
し
た

策
に
つ
い
て
の
訓
練
を
し
た

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

執
行
部　
現
在
２
年
に
１
回

防
災
訓
練
を
し
て
い
る
が
、

地
域
ご
と
に
避
難
行
動
が
違

う
こ
と
か
ら
全
体
で
１
回
で

は
な
く
、
自
主
防
災
組
織
を

中
心
に
地
区
ご
と
に
防
災
訓

練
が
で
き
る
よ
う
に
考
え
て

い
き
た
い
。

議
員　

役
場
が
水
害
に
あ
っ

役
場
が
水
害
に
あ
っ

た
場
合
、
町
民
プ
ラ
ザ
が
対

た
場
合
、
町
民
プ
ラ
ザ
が
対

策
本
部
と
な
る
と
い
う
こ
と

策
本
部
と
な
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
非
常
用
電
源
を
役
場

だ
が
、
非
常
用
電
源
を
役
場

の
２
階
以
上
に
設
置
で
き
な

の
２
階
以
上
に
設
置
で
き
な

い
か
。
い
か
。

執
行
部　
基
本
的
に
は
対
策

本
部
を
役
場
に
置
き
た
い
の

で
、
予
算
の
掛
か
る
こ
と
で

す
が
水
没
し
た
時
の
電
源
が

確
保
で
き
る
よ
う
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

議
員　

千
代
田
消
防
署
に
避

千
代
田
消
防
署
に
避

難
用
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
配
備

難
用
の
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
配
備

し
て
は
ど
う
か
。

し
て
は
ど
う
か
。

執
行
部　
消
防
組
合
に
お
い

て
管
内
で
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
購

入
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る

が
、
千
代
田
町
に
配
備
さ
れ

る
か
わ
か
ら
な
い
。
今
後
町

と
し
て
も
購
入
の
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

 【
エ
コ
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　

 

に
つ
い
て
】

執
行
部　
小
中
学
校
に
よ
る

エ
コ
関
係
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
牛
乳
パ
ッ
ク
・
空
き

缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ

プ
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル
、
緑

の
カ
ー
テ
ン
・
節
電
・
節
水

な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
の
残
飯
に
つ

い
て
は
地
元
の
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
へ
委
託
し
飼
料
と
し
て

い
ま
す
。

議
員　

国
の
補
助
金
が
あ
る

国
の
補
助
金
が
あ
る

う
ち
に
学
校
施
設
へ
太
陽
光

う
ち
に
学
校
施
設
へ
太
陽
光

発
電
の
設
置
を
導
入
し
て
は

発
電
の
設
置
を
導
入
し
て
は

ど
う
か
。

ど
う
か
。

執
行
部　
財
政
的
に
小
中
学

校
は
危
険
箇
所
を
優
先
し
て

改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
屋

上
も
改
修
が
あ
る
と
設
置
が

難
し
い
の
で
、
プ
ー
ル
サ
イ

ド
の
日
陰
と
し
て
利
用
で
き

る
か
考
え
て
い
き
た
い
。

　

補
助
金
に
つ
い
て
は
優
先

順
位
が
低
い
の
で
採
択
さ
れ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

議
員　

給
食
の
食
べ
残
し
な

給
食
の
食
べ
残
し
な

ど
の
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
取
り

ど
の
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
取
り

組
み
は
し
て
い
る
の
か
。

組
み
は
し
て
い
る
の
か
。

執
行
部　
栄
養
教
諭
２
名
を

配
置
し
て
、
栄
養
面
を
含
め

児
童
が
残
さ
な
い
メ
ニ
ュ
ー

を
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
食
育
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

配備が検討される避難用ゴムボート配備が検討される避難用ゴムボート
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福祉産業常任委員会

問　

環
境
保
健
課
と
し
て
、

環
境
保
健
課
と
し
て
、

水
道
水
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

水
道
水
の
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有

量
の
検
査
を
行
う
予
定
は
。

量
の
検
査
を
行
う
予
定
は
。

答　
検
査
の
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
建
設
水
道
課

と
検
討
し
た
い
。

問　

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
、
ま
だ
使
え
そ
う
な

つ
い
て
、
ま
だ
使
え
そ
う
な

物
を
西
邑
楽
３
町
で
再
利
用

物
を
西
邑
楽
３
町
で
再
利
用

す
る
考
え
は
。

す
る
考
え
は
。

答　

使
え
る
物
に
関
し
て

は
、
大
泉
清
掃
セ
ン
タ
ー

か
ら
太
田
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
運
ば
れ
、
補
修
を
し

て
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ち
よ

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
ち
よ

だ
内
の
、
商
業
用
地
の
企
業

だ
内
の
、
商
業
用
地
の
企
業

誘
致
の
状
況
は
。

誘
致
の
状
況
は
。

答　
商
業
用
地
に
つ
き
ま
し

て
は
、
企
業
に
ご
案
内
や
直

接
訪
問
を
し
て
い
る
中
で
、

興
味
を
示
さ
れ
た
数
社
に
検

討
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
確
定
に
至
っ
て
い
な
い

状
況
で
す
。

      

意
見
交
換

【
次
世
代
育
成
支
援　

　
　
　
対
策
に
つ
い
て
】

議
員　

子
ど
も
子
育
て
関
連

子
ど
も
子
育
て
関
連

の
臨
時
や
パ
ー
ト
職
員
の
待

の
臨
時
や
パ
ー
ト
職
員
の
待

遇
改
善
は
、
ま
た
他
の
町
や

遇
改
善
は
、
ま
た
他
の
町
や

私
立
に
移
る
職
員
は
い
る
の

私
立
に
移
る
職
員
は
い
る
の

か
。
か
。

執
行
部　

現
在
、
待
機
児

童
を
だ
さ
な
い
状
況
の
中

で
、
近
隣
施
設
等
の
間
で
職

員
の
取
り
合
い
と
い
う
状
態

で
あ
り
、
他
に
移
っ
た
職
員

も
い
ま
す
が
、
臨
時
職
員
に

つ
き
ま
し
て
は
待
遇
の
改
善

を
行
っ
て
お
り
、
パ
ー
ト
職

員
に
つ
い
て
も
様
々
な
情
報

を
見
な
が
ら
改
善
を
図
っ
て

い
ま
す
。

議
員　

子
ど
も
が
病
気
の
と

子
ど
も
が
病
気
の
と

き
の
保
育
、
病
児
・
病
後
児

き
の
保
育
、
病
児
・
病
後
児

保
育
の
Ｐ
Ｒ
と
使
い
や
す
い

保
育
の
Ｐ
Ｒ
と
使
い
や
す
い

制
度
の
検
討
を
し
た
ら
ど
う

制
度
の
検
討
を
し
た
ら
ど
う

か
。
か
。

執
行
部　
広
域
で
の
事
業
で

す
の
で
、
今
後
検
討
し
て
い

き
た
い
。

議
員　

保
育
園
の
給
食
で
、

保
育
園
の
給
食
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る

ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る

子
ど
も
も
い
る
が
、
栄
養
管

子
ど
も
も
い
る
が
、
栄
養
管

理
を
し
て
い
る
職
員
が
何
ら

理
を
し
て
い
る
職
員
が
何
ら

か
の
理
由
で
休
み
と
な
っ
た

か
の
理
由
で
休
み
と
な
っ
た

場
合
、
対
応
は
ど
の
よ
う
に

場
合
、
対
応
は
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
。

す
る
の
か
。

主
な
質
疑

委員会のうごき

◎金子孝之　○坂部敏夫　青木國生　富岡芳男　小林正明　髙橋祐二　◎委員長　○副委員長

町からの報告事項
●主な所管事務について

環境保健課…保健センターまつりの開催結果報告
 新炉設置に向けた住民説明会の実施 
 について
経　済　課…プレミアム商品券について
 国勢調査について

建設水道課…ふれあいタウンちよだ分譲状況
 舞木土地区画整理組合の保留地処分
　　　　　　状況

主な協議事項
●次世代育成支援対策についての意見交換

●閉会中の継続調査について

執
行
部　

大
変
厳
し
い
状

況
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
栄
養
士
の
資
格
を
持
っ

た
職
員
を
短
期
雇
用
と
い
う

対
応
に
な
る
と
思
い
ま
す
。おやつにもアレルギーに対する配慮をしていますおやつにもアレルギーに対する配慮をしています
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かほく市
　かほく市は、石川県の中央部に位置し、平成の大
合併において誕生した人口約３万４,200人、面積約
６４㎢、自然豊かで「住みよさランキング」でも全国
の上位に名を連ねている市です。
　定住促進では、合併後の平成１８年に人口がピー
クとなり、その後減少傾向に転じたことから、大型
商業施設の誘致を成功させるとともに、若者の定住
促進を図るための施策として、「かほく市若者マイホー
ム取得奨励金制度」を創設。そして、さらなる活性
化のために定住人口増加プロジェクトチームを市の中
堅職員で結成し、提案された結婚
や子育て支援、住宅取得奨励金
制度の拡充など幅広い施策が実施
されています。
　その成果の一つとして、次代を
担う子供の人口が増加していると
いう事で、今後もテレビＣＭ等によ
り「住み良さ」をＰＲしていきたい
とのことでした。これら施策の必
要性を実感しました。

　また、議会改革については、主に議会報告会と予
算決算審査について研修させていただきました。報
告会では、これまでの一般市民対象から、各種団体
との意見交換にシフトした結果、これまでよりも多く
の意見が聞けるようになったなどの改善効果を伺い
ました。
　予算決算の審査では、対象事業を抽出して議会に
よる行政評価を実施し、市長に対して提言を行って
おり、大いに参考となりました。
　この研修で得た成果を、本町の地方創生総合戦略
や議会改革に反映させていきたいと考えます。

小林 正明　記

新湊大橋
　交流と安らぎの架け橋 

　利根川新橋建設促進に向けて、複合的な付加価値
を創造している新湊大橋にて研修してきました。　

　新湊大橋は射水市の富山湾に架かる日本海最大
級の斜張橋で、県営の渡船を利用する以外手段がな
く、50年間も分断されていた地域間の交流や絆を
取り戻す地域住民の悲願として、平成 25年に全線
開通しました。全長3.6km、総工費は約494億円で、
上層は車道、下層は歩行者専用道路であり、歩
行者はエレベーターで上下移動しています。
　建設のコンセプトは「交流と安らぎの架け橋」
で、日没後のライトアップや歩行者通路の全天
候化、バリアフリーに配慮すると共に朝日・夕日
を空中から楽しむことができるなど、物流と共
に新たな観光資源として大きく貢献しています。
　千代田町に計画される利根川新橋とは規模は
異なると思いますが、物流の円滑化・効率化を
初め、新たな観光資源としての付加価値を備え
た架け橋として、今回の研修で得たことを今後
の取り組みに活かしていきたい。

福田 正司　記
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輪島市
　輪島市は能登半島に位置し、輪島塗などの伝
統工芸品や観光・漁業が盛んな人口約２万9,000
人の市です。
　近年人口減少が著しい輪島市では、定住促進
のための施策や商業活性化のための支援制度を
行なっています。輪島市に転入した場合、市外に
10年以上居住した方で地元に移り住んだ方（Ｕ
ターン）や初めて移り住んだ方（Ｉターン）には
30万円、家族４人なら70万円の奨励金を出し
ています。さらにU・Iターン者を対象に賃貸住
宅の家賃や空き家の改修費用の２分の１、住宅を
購入した場合、購入費用の10 分の１を補助する
などの支援を行なっています。
　また、団体が農林水産物等の共同販売をする

ために施設を設置したり、個人店が空き店舗・空
き家などを活用して店舗を始めた場合、２分の１
から４分の１の補助を出しています。商業等活性
化や起業については金融機関と連携して推進して
いるということで、官民一体となって地元の活性
化を考えています。
　また、住宅団地についても、地元産材を使っ
た場合やモデルハウスになった場合の助成などし
て分譲促進を進めています。
　これだけの補助金を出している財源としては国
からの過疎債を使っているということでした。本
町では継続して支援できる事業として、財源を確
保しながら定住促進を考えなければならないと思
います。

襟川 仁志　記

参加者：福田 正司・青木 國生・細田 芳雄・柿沼 英己・小林 正明・金子 孝之
　　　　襟川 仁志・髙橋 祐二・野村 智一

欠席者：黒澤 兵司・富岡 芳男・坂部 敏夫

議会全体研修議会全体研修
日　時：10月19日～21日
場　所：石川県輪島市議会・かほく市議会・新湊大橋

       定住促進と
　　　　　議会改革について学ぶ

視察研修
レポート
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会議録は町のホームページからご覧になれます

今号今号の表紙表紙
　12月14日、東幼稚園のサッカー教室が行なわ
れました。子ども達が元気に楽しくボールを追い
かけていました。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。

詳しくは議会事務局まで　 （86）7009

議会を傍聴しませんか？

18

代表者 白石素子さん（赤岩）
　プラザが出来、お茶室があ
るということで、太田の相沢
先生にお願いして、７～８人
でお稽古を始めました。今年
から、福島出身、邑楽町の橋
本幸子先生に教えていただい
ております。棚・長板・炉・
風炉等、季節により夏茶碗・
冬茶碗とあります。おいしい
お抹茶・お菓子をいただき、
楽しく優雅なひとときを過ご
しております。今年の文化祭
は 200 名位のお客様が見え
ました。最近は小さなお子さんもお母さんと来て、お抹茶がおいしいと飲んでくれました。
　第２・４火曜日にお稽古していますので、興味のある方は、ぜひどうぞ！

次回の議会は、

　　　２月18日（木）～２月26日（金）
　　３月１日（火））の予定です
　　　　　　（一般質問は午前９時からです）

臨時会
定例会

18

千代田町の

元気の源
Vol.27

 “楽しく優雅なひととき” “楽しく優雅なひととき”

　　茶の湯「なつめ会」　　茶の湯「なつめ会」


